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ま ち のう ご き

平成 26 年度
滑川市政功労表彰

個　人

団　体

地方自治 地方自治 地方自治 厚　　生

産業経済 教育文化 教育文化 教育文化

スポーツ スポーツ スポーツ スポーツ

市民生活 災害防護 地域振興 地域振興

　多年にわたり、町内会長、自
治会連合会長として住民自治の
進展に貢献

　多年にわたり、町内会長、自
治会連合会長として住民自治の
進展に貢献

　地域の花壇づくりの中心とな
り、地域に根ざした緑化推進活
動に貢献

　地域の美化活動や環境保全な
ど市民生活の向上に貢献

　果樹栽培技術の研究・開発に
尽力し、地域の特色ある農業の
振興に貢献

　学校医として児童・生徒の健
康保持増進に努め、学校保健・
地域保健医療の充実に貢献

　合唱サークルの指導者を務
め、文化行事の協力など、生涯
学習、芸術文化の振興に貢献

　ホタルイカについて研究し、
解剖教室を通じて子どもたちの
環境教育、生涯学習に貢献

　第 69 回国民体育大会レスリ
ング競技で優勝するなど、本市
のスポーツ発展に貢献

　サッカー関係団体の要職を務
め、組織の強化や競技力向上に
尽力し、スポーツ振興に貢献

　10 年連続国民体育大会に出
場。全ての大会で入賞するなど
本市のスポーツ発展に貢献

　ボクシング関係団体の要職を
務め、組織の強化や競技力向上
に尽力し、スポーツ振興に貢献

　交通指導員として街頭活動に
取り組み、地域住民の交通安全
意識の高揚に貢献

　地域住民の防火意識の高揚に
努め、消防使命の達成に貢献

　商工関係団体の要職を務め、
組織の強化を図り、産業の振興
と地域の振興に貢献

　商工関係団体の要職を務め、
組織の強化を図り、産業の振興
と地域の振興に貢献

赤坂 俊夫 ( 本　江 ) 石坂  求 ( 横　道 ) 山内 外次郎 ( 田中町 ) 廣瀬 美津子 ( 栗　山 )

谷川 秀明 (　開　) 網谷 伸治 ( 高月町 ) 石川  操 ( 高岡市 ) 山本 勝博 ( 追　分 )

澤田 一矢 ( 領家町 ) 澤谷  清 ( 常盤町 ) 長谷川 直也（高月町） 濱谷 敏明 ( 沖田新 )

小船井 貞夫 ( 中川原 ) 石倉 與志男 ( 坪　川 ) 今家 英明 ( 有　金 ) 前佛 栄一 ( 上梅沢 )

浜加積地区ヘルスボランティア協議会 ( 北　野 )
　地域住民への健康に対する知識の普及活
動を実施するなど、幅広いボランティア活
動を展開し、地域福祉の向上に貢献

滑川市みずまる市運営協議会 ( 栗　山 )
　栽培技術の向上に努め、生産した農産物
を学校給食の食材として提供するなど、地
域農業の振興に貢献

滑川高等学校海洋科 ( 加島町 )
　実習体験を通して得た知識や経験を子ど
もたちに伝承し、地域に密着した幅広い活
動を展開するなど、地域振興に貢献

地方自治 産業経済 地域振興

２　
　17

特殊化学消防ポンプ車を　
導入

２　
　24

満 10 0 歳の　　
　　　　お祝い

　滑川消防署の化学消防ポンプ車が 25 年ぶりに更新され
ました。２月 17 日に更新車両の入魂式が行われ、市長を
はじめ、市議会関係者などが運行の安全と、無火災を祈願
しました。この車両は、水に少量の消火薬剤を加え、圧縮
空気を送り込み、発泡させることで効率よく消火すること

２　
　20

北日本会と地域見守り活動
協力協定を締結

　北日本新聞販売店で構成される北日本会と、市との間で
地域見守り活動協力に関する協定を締結しました。
　各家庭に新聞を配達する際、ポストに新聞が溜まった状
態になっているなど、異変を感じた場合や、認知症を患い
徘徊される方を発見した際、保護や関係機関への通報など
が行われます。市が民間団体などと同協定を締結するのは、
今回で４件目となりました。

２　
　21

かんじき履いて　　　　　
　　　　　雪上ウオーク

　第３回市民チャレンジウオーキング「かんじきハイク」
が東福寺野自然公園周辺で行われました。参加者らは１ｍ
を超える積雪のなか、雪上などを歩く際に使用されるかん
じきを履いて東福寺野自然公園周辺の道路を歩きました。
　途中、野生生物の足跡やフンなどを発見すると、事前の
説明を思い出し、何の動物の痕跡かを確かめながら、楽し
そうにウオーキングを行っていました。

　２月 24 日に中山 美子さん（下野）が、３月２日に大重 
アイさん（東福寺野）が、それぞれ 100 歳の誕生日を迎
えられました。誕生日にあわせ、市長や副市長がお二人を
訪問。お祝い状と記念品、花束などが贈られました。中山
さん、大重さんとも、ご家族に囲まれながら、100 歳の誕
生日を嬉しそうに過ごしておられました。

３　
　２

３　
　１ ホタルイカ漁が解禁

　滑川の春の風物詩であるホタルイカ漁が３月１日に解禁
されました。午前４時に漁船６隻が滑川港から出港。まだ
まだ寒さの残る海上で、漁師らは白い息を吐きながら網を
引き揚げ、網底が海面に近付くとホタルイカの青白い光が
暗闇のなかで美しく浮かび上がりました。

３　
　15

ほたるいか海上観光が　　
スタート

　３月 14 日の北陸新幹線開業にあわせ、「ほたるいか海上
観光」が例年より一足早くスタートしました。
　開業初日に北陸新幹線で訪れた５人を含む観光客が、観
光船に乗船し、ホタルイカ漁の様子を見学。定置網では、
暗闇のなかホタルイカの青い光が浮かび上がり、漁師がホ

　平成 26 年度滑川市政功労表彰式が３月２日、市庁舎にて行われ、
市政の各分野で功績のあった 16 個人・３団体の表彰を行いました。
被表彰者と主な功績は次のとおりです。（敬称略）

ができる圧縮空気発泡装置を備えており、同日、その性能
が署員らにより披露されました。
　なお、この車両は、大規模火災などが管轄区域外で発生
した際、消火活動が行えるよう、緊急消防援助隊の車両と
して登録される予定です。

タルイカを空中で放つと、光のアーチが描かれ、船上から
大きな歓声と拍手が起こっていました。
　また、この日は特別運航として、水揚げされたホタルイ
カや、滑川蒲鉾の職人による絵付けかまぼこの実演を見学。
　その後、ゆでたホタルイカと地元名物どんどん焼きの振
る舞いなどの「おもてなし」で、滑川の春の風物詩を楽し
みました。

中山 美子さん 大重 アイさん


